
研究成果情報 園芸 １２ 野菜 栽培

新技術・情報名 野菜の機械移植による省力栽培法 分類 ①

１．，成果の内容

1)技術、情報の内容及び特徴

野菜の機械移植は、省力化を図るうえで重要な課題である。リーフ

レタス、ねぎ、にら、チンケンサイやくんり菜を用いて、それぞれに

適合する全自動の野菜移植機や育苗方法を明らかにした。

(1)リーフレタスは、セル数200のトレイを用いて、育苗日数を２５日間前

後にすると根鉢の形成が良い、機械移植に適した苗ができる。Ｉ社の

移植機は移植時の欠株も少なく精度が高いが、トレイが紙製であるた

めに定植後の生育がやや劣る。

(2)ねぎやにらは、Ｍ社のたまねぎ移植機を使用することにより、高い

精度で移植できる．１セル当たりの苗の本数は、ねぎは、１セルに２本とし、

にらは、１セルに３～４本とすると根鉢の形成が良く機械移植に適する．

チンケンサイ、ぺんり菜も、たまねぎ移植機では、草丈が８cm以上あれ

ば移植できるが精度が十分でない。

（３）１０a当たりの作業時間は、１条植えのＩ社及びＹ社の移植機が１～２時

間、４条植えのＭ社のたまねぎ移植機が47分で、大幅な省力化が可能で

ある。

２)技術・情報の適応効果

分業化したセル成型苗を用いて機械移植することにより大幅な省力

化が可能である。

３）適用範囲

県内全域

４)成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）セル成型苗は、根土の量が少ないので、耕うんを丁寧に行い砕土を

十分にして定植床の土と密着させる。また、定植後は潅水をして活着

を促す。
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喪１各種野菜移植機の植え付け方式
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２具体的データ

セル数200の専用紙製トレイを使用したかき取り方式
セル数200のプラスチックトレイを使用した抜取り方式
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その他特配事項

担当部科室名：園芸研究所野菜花き部野菜栽培研究室

研究担当者名：山本幸彦、豆塚茂実、小野剛士

研究課題名：育苗方法と機械化移植適応性、

期間：平成元年～平成３年

予算区分：経常

既発表論文・麦料名等：平成３年度野菜試験研究成績概要書

取りまとめ貴任者名：豆塚茂実
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